
【
市
民
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
】

楠
本
「
日
本
一
の
健
康
寿
命
都
市
」
に

取
り
組
ま
れ
る
市
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

市
長　

実
現
す
る
た
め
に
は
健
診
事
業

の
推
進
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努

め
、総
合
的
な
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
、

運
動
推
進
に
取
り
組
み
、
参
加
の
き
っ

か
け
の
為
、
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
等
を

図
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
で
健
や
か
な

市
民
生
活
に
取
り
組
む
。

楠
本　
健
康
づ
く
り
実
践
団
体
等
へ
の

補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
地
区
振
興
会
等
へ
の
支
援
を
行
な

っ
て
お
り
、
継
続
的
・
主
体
的
に
健
康

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
】

楠
本　
国
も
制
度
充
実
を
検
討
さ
れ
、

全
国
的
に
は
地
元
の
特
産
品
を
お
礼
に

送
る
動
き
が
あ
る
。
天
草
市
も
次
年
度

よ
り
地
元
の
特
産
品
（
農
水
産
品
）
を

全
国
に
発
信
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
動
物
愛
護
の
取
り
組
み
つ
い
て
】

楠
本　
世
界
で
は
狂
犬
病
で
5
万
5
千

人
が
亡
く
な
り
、
死
亡
率
は
１
０
０
％

と
聞
く
が
、
天
草
市
の
狂
犬
病
注
射
の

事
務
委
託
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

市
長　

獣
医
医
師
会
よ
り
も
要
望
さ
れ

て
お
り
、
協
議
を
行
い
、
犬
の
所
有
者

の
便
宜
を
図
る
た
め
、
事
務
委
託
の
支

給
を
検
討
す
る
。

【
畜
産
振
興
に
つ
い
て
】

楠
本　
九
州
外
の
遠
隔
地
か
ら
の
購
買

実
績
が
半
数
に
激
減
し
て
お
り
、
遠
隔

地
支
援
の
た
め
、
輸
送
費
支
援
が
出
来

な
い
か
う
か
が
い
ま
す
。

市
長　

現
段
階
で
の
輸
送
費
の
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

【
本
渡
枦
宇
土
線
に
つ
い
て
】

楠
本　
歩
道
の
未
整
備
区
間
が
土
砂
や

雑
草
の
為
、
通
行
に
支
障
を
来
た
す
箇

所
が
あ
る
、早
急
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

市
長　

私
も
現
場
を
確
認
し
、
早
急
な

対
策
を
行
な
う
。

蓮
池　
地
域
振
興
や
地
域
活
性
化
は
、

住
民
要
求
を
土
台
に
、
日
本
国
憲
法
の

３
本
柱
（
主
権
在
民
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
、
恒
久
平
和
）
及
び
地
方
自
治
と

議
会
制
民
主
主
義
を
加
え
た
５
原
則
が

機
能
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

【
市
民
・
職
員
の
学
習
実
践
】

　
ま
ず
第
１
は
、
戦
後
の
憲
法
で
確
立

し
つ
つ
あ
る
地
方
自
治
制
度
を
含
め
、

市
民
や
市
職
員
は
、
学
習
実
践
す
る
機

会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
。
憲
法
に
は

「
第
８
章
、
地
方
自
治
」
が
位
置
づ
け

ら
れ
、
国
政
の
下
請
け
で
は
な
い
対
等

な
機
関
と
し
て
、
地
方
自
治
体
に
は
団

体
自
治
と
住
民
要
求
を
実
現
す
る
「
住

民
自
治
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

総
務
政
策
部
長　

学
習
機
会
は
あ
る
。

【
総
合
計
画
策
定
ま
で
の
手
順
は
】

蓮
池　
第
２
に
、
第
２
次
市
総
合
計
画

策
定
に
向
け
、市
民
意
見
募
集
中
。様
々

な
市
民
要
求
を
も
と
に
、
市
役
所
各
部

署
で
も
総
合
計
画
や
行
政
改
革
に
つ
い

て
、
更
な
る
議
論
と
実
践
を
願
う
。

総
合
政
策
部
長　

総
合
計
画
の
策
定
手

順
は
、
７
月
に
委
員
15
人
の
総
合
計
画

策
定
審
議
会
に
諮
問
。
８
〜
９
月
に
市

民
意
見
募
集
、10
月
か
ら
地
区
説
明
会
、

12
月
に
総
合
計
画
案
へ
市
民
意
見
募
集

予
定
。
12
月
議
会
の
各
常
任
員
会
説
明

を
経
て
、
３
月
議
会
提
案
。

【
人
口
減
少
防
止
対
策
実
践
を
】

蓮
池　
第
３
に
人
口
減
少
防
止
対
策
を

各
地
の
実
践
か
ら
学
び
、
活
か
す
方
策

に
つ
い
て
、
市
民
も
職
員
も
希
望
と
展

望
を
持
ち
続
け
て
い
く
べ
き
。
南
関
町

で
は
、
毎
年
の
決
算
残
約
１
億
円
を
元

手
に
、
人
口
増
加
を
展
望
し
て
18
事
業

を
継
続
実
践
。
例
え
ば
学
校
給
食
費
で

は
、
将
来
無
償
化
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
助
成
金
支
給
は
ヒ
ン
ト
。

総
合
政
策
部
長　

選
択
と
集
中
に
よ
る

事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

市
民
の
健
康
対
策
・
ふ
る
さ
と
納
税
・
動
物
愛
護

畜
産
振
興
・
本
渡
枦
宇
土
線
に
つ
い
て

憲
法
を
活
か
し
た
地
方
自
治
探
究
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

蓮池良正
議員

楠
本

楠
本

楠
本

蓮
池

蓮
池

蓮
池

本
田　
汚
泥
再
生
処
理
施
設
建
設
の
工

事
入
札
を
最
終
段
階
で
中
止
し
、
生
ご

み
に
よ
る
メ
タ
ン
発
酵
処
理
方
式
を
変

更
す
る
決
断
を
し
た
市
長
の
思
い
は
。

市
長　

メ
タ
ン
発
酵
処
理
に
か
か
る
建

設
費
と
管
理
費
の
大
き
さ
。
ま
た
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
生
ご
み
収
集
は
将
来

的
に
市
民
に
大
き
な
負
担
を
課
せ
る
と

痛
感
し
た
。

本
田　
メ
タ
ン
発
酵
処
理
を
取
り
止
め

た
今
回
の
方
針
変
更
に
よ
り
、
建
設
費

と
30
年
間
の
管
理
費
で
ど
れ
く
ら
い
の

経
費
削
減
と
な
る
の
か
。

市
長　

建
設
費
で
６
億
５
，７
０
０
万
、

管
理
費
で
45
億
８
，６
０
０
万
、
合
計

で
52
億
４
，３
０
０
万
の
経
費
削
減
と

な
る
。

本
田　
な
ぜ
、
も
っ
と
早
く
見
直
し
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

市
民
生
活
部  　
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
」
に
基
づ
い
た
施
設
計
画
で
あ

り
、
メ
タ
ン
発
酵
処
理
を
前
提
と
し
て

進
め
て
き
た
。

本
田　
議
会
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

メ
タ
ン
発
酵
が
補
助

の
条
件
と
し
て
、
不
可
欠
で
は
な
か
っ

た
こ
と
や
メ
タ
ン
発
酵
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
の
説
明
が
不
足
し
て
い
た
。

本
田　
今
回
の
方
針
変
更
は
、ま
さ
に
、

市
長
の
言
わ
れ
る
「
市
民
目
線
の
行
政

改
革
」
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
ま
で

来
た
も
の
を
見
直
し
、
引
き
返
す
こ
と

は
、
な
か
な
か
出
来
る
も
の
で
な
い
。

市
長
の
勇
気
あ
る
英
断
に
敬
意
を
表

す
。

本
田

本
田

本
田

本
田

本
田

汚
泥
再
生
処
理
施
設
建
設
工
事
の

方
針
変
更
に
つ
い
て

本田武志
議員

楠本千秋
議員

【
地
域
の
振
興
策
の
推
進
に
つ
い
て
】

脇
島
「
熊
本
県
公
共
事
業
再
評
価
監
査

委
員
会
に
継
続
（
事
業
精
査
）」
今
後

の
県
の
対
応
と
本
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

県
で
は
知
事
の
指
示
に
よ
り
、

全
庁
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
取
り
組
み
を
始
め
た
。
本

市
も
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
去
る
８
月

28
日
に
県
の
チ
ー
ム
と
第
１
回
目
の
協

議
を
行
っ
た
。
今
後
も
県
と
連
携
を
密

に
し
、
御
所
浦
地
域
の
住
民
の
方
々
の

要
望
を
し
っ
か
り
汲
み
上
げ
て
地
域
振

興
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
行
く
。

　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
協
議
を

重
ね
、
実
施
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
平
成
27

年
度
か
ら
予
算
化
し
て

実
施
の
段
階
に
移
す
な

ど
、
着
実
か
つ
迅
速
に

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
県
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
行
く
。

 【
水
産
振
興
策
に
つ
い
て
】

脇
島  

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
組
織
と

施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
。
魚
類
防
疫

士
の
育
成
と
事
務
補
助
を
臨
時
職
員
で

対
応
で
き
る
か
。

市
長　

今
後
魚
類
防
疫
の
知
識
の
他
に

も
多
岐
に
わ
た
る
水
産
物
の
調
査
研
究

に
精
通
し
た

専
門
職
と
し

て
、
新
た
な

職
員
育
成
に

努
め
る
。
年

間
を
通
し
て

補
助
が
で

き
、
業
務
に

精
通
す
る
こ

と
が
可
能
な

一
般
職
の
非

常
勤
職
員
に

変
え
て
い
く

方
が
望
ま
し

い
と
考
え
て

い
る
。

　

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
を
本
市
水
産
振

興
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
た

せ
、
そ
の
位
置
づ
け
を
ど
う
す
る
か
今

後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う

議
論
の
過
程
で
施
設
の
在
り
方
を
自
分

の
目
で
見
て
検
討
し
た
い
。

御
所
浦
地
域
の
振
興
策
の
推
進
に
つ
い
て

脇島義純
議員

脇
島

脇
島

市
長

楠
本

楠
本

楠
本

市
長

市
長

市
長

市
長

▲

造
成
工
事
が
進
む

　
　
　
　
　
瀬
戸
地
区
の
建
設
予
定
用
地

計画書

総
務
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

市
長

市
長
の
決
意

市
長

市
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
長
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